
U30集まれ！

障害福祉のしごと魅力発見プロジェクト
～アートでつながる体験イベント～

知ってほしい、私たちの仕事

豊島区立目白生活実習所・目白福祉作業所で行われている「メジロック」のアトリエ活動に参加
し、障害のある方と一緒に作品づくりや、交流を楽しめるイベントです。アートを通して自然に関わ
りながら、障害福祉の現場の雰囲気や仕事の魅力を体感できます。これまで障害のある方と接した
ことがない方でも、人と関わる仕事に少しでも関心のある方は、ぜひお気軽にご参加ください。

本セミナーでは、訪問系・通所系・居住系・児童系など、それぞれの分野で働く職員が、仕事内容や
仕事で大切にしていること、やりがいなどを体験談を交えてわかりやすく紹介します。障害福祉の仕
事に興味のある方ならどなたでも参加できます。

（いずれか1回参加）
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■対象
障害福祉の仕事に興味のある方ならどなたでも
■申込方法
予約不要・直接会場へ
セミナー終了後は、「障害福祉のおしごと相談・就職面接会
（14:00～16:30）」とあわせて参加できるほか、セミナー
のみの参加もできます。

障害福祉って、どんな仕事？障害福祉の仕事と魅力セミナー
参加費無料

参加費無料

■対象
18歳～30歳くらいまでの方（U30） 
■定員
各回10名程度（申込順） 
■申込方法　8月1日（土）から、二
次元コードまたは申込フォームでお申
し込みください。
URL：https://logoform.jp/form/Y4gR/1632120

お申し込みは
こちらから！

先着100名に障害者施設の製作品をプレ
ゼント !参加者限定の事業所見学ツアーの
案内あり。終了後、職員への質問も可！

特
典

☎　03-5307-0377　Fax　03-5307-0772
杉並区保健福祉部障害者施設支援課事業者支援係

お問い合わせ

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
︑

わ
か
ら
な
い
っ
て

言
っ
て
い
い

遠慮しないで、
聞いていいよ

聞かないことの方が、もったいない

﹁
障
害
者
だ
か
ら
﹂じ
ゃ
な
く
て
︑

﹁
私
だ
か
ら
﹂を
見
て
ほ
し
い

こ
の
道
に

進
ん
で
︑

自
分
は

変
わ
れ
る
？

朝の身支度、
健常者より
早く終わるかも

障害者って、
実際
どうなん？

助けようとして、
逆に失礼だったら
どうしよう

「ふつう」
って、なん
だろうね

こ
ん
な
生
き
方
︑

知
ら
な
か
っ
た

同
情
は
い
ら
な
い
︒

ふ
つ
う
に
話
し
た
い

﹁
介
助
﹂
と

﹁
支
援
﹂
っ
て
︑

何
が
ち
が
う
の
？

雨
の
日
の
段
差
︑

こ
ん
な
に
大
変

だ
っ
た
と
は

福祉の仕事って、
つらいだけ？

私
の
生
き
方
︑

私
が
決
め
る

自分の
居場所、
ここかも

給
料
と
か
ぶ
っ
ち
ゃ
け

ど
う
な
の
？

助
け
て
も
ら
う
ば
か
り
じ
ゃ
な
い     

助
け
て
あ
げ
た
い
と
き
も
あ
る

自
分
の
強
み
︑

わ
か
ら
ん
問
題

こ
れ
っ
て
聞
い
て
い
い
こ
と
？

聞
い
ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
？

「がんばってるね」より、
「一緒にやろう」が嬉しい

配信
第４金曜日
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試聴はこちらから！
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木津石生さん村上喬之さん

あったんだ！」Vol.� ダイジェストWebラジオ「こんな"いき方"
いるので段差を越えられないなどの弱

点がありますが、一方で目立つので、

名前を覚えてもらいやすく、声をかけ

てもらえることが多いです。

村上　確かに、道でお会いした時もす

ぐ木津さんだと気づきました。

木津　障害を受け入れた上で、人との

出会いや経験を重ねることで自分の

土台が完成していき、その上に障害受

容や自己受容というものがあると思い

ます。私自身、障害受容を完璧にでき

ているかはわからないですが、人と出

会うことで自己理解が深まり、他者と

臆せず話せる自己肯定感にもつな

がったと思います。障害を良し悪しで

判断するのではなく、それを抱えなが

らどのような場でどう生きるかが大切

です。

村上　できないことだけを見る必要

はないということですね。これまでの

活動を通じて障害を受容できるように

なった、きっかけはありましたか？

木津　私は学生時代一般の学校に

通っていて、他の子に混じって運動会

のリレーにも参加しました。ただ、その

まま走ると私が遅いため、最初に走

り、距離を4分の1ほど短くする工夫を

しました。そうすると、みんなと同じくら

いのタイミングでバトンを渡せます。

村上　みんなが一緒に楽しむための

工夫ですね。

木津　そうした経験を重ねることで、

同じ街に暮らしていても、見えている

景色は人によって全く違うかもしれま

せん。この番組は、障害当事者や障

害者に関わる仕事をしている人をパ

ーソナリティに迎え、リスナーから届

く素朴な疑問にフラットに答えていく

音声番組です。自分とは違う毎日を

生きてきた人の話を聞くうちに、知ら

なかった世界や、自分自身の生き方

のヒントが見えてくるかもしれませ

ん。 第3回の放送内容をダイジェスト

でお届けします！

村上　第3回ですね。これまでの反響

はいかがですか？

木津　「障害当事者からの新しい発

信の形だね」「もっと広がるといいね」

といった声をいただきました。少しずつ

でも多くの方に聴いてもらえるよう頑

張りたいです。

村上　私もだいぶ慣れてきた気がし

ます（笑）。今回は後半にゲストをお迎

えし、「障害のある方と出会うことから

始まる新しい生き方」をテーマにお話

しします。

リスナーからのお便り：
自分の弱さと向き合うには？
村上　ペンネーム「なかゆー」さんか

ら、「自分が生きる上で大切にしている

ことや目標、どのように障害受容をし

てきたのか、同じ当事者として聞きた

い」とお便りをいただきました。「障害

受容」とは何でしょうか。

木津　自分の障害を、どう理解し、受

け入れていくかということだと思いま

す。例えば村上さんは、自分の弱いとこ

ろはありますか？

村上　諦めが早い方かなとは思いま

すね。良く言えば切り替えが早いので

すが、いろんな捉え方があるなと。

木津　まさに、弱点も見方を変えれば

長所になりますよね。それをどう自分

の中で消化していくかが、障害受容だ

と思っています。私は車椅子に乗って

この番組は毎月第4金曜日に配信して

います。障害のある人もない人も楽し

める企画や、障害福祉の仕事を知れる

セミナーの情報なども発信していきま

すので、お楽しみに！ なお、区公式ホー

ムページ内の当番組の紹介ページに

お便り投稿フォームができました。 番

組で取り上げてほしいテーマやご質

問等をお待ちしております。

全編はWebラジオにて！

試聴はこちらから！

皆様からのお便り（ご質問）を募集中！

さんたちは本当に音楽が好きで、みん

なで音楽を楽しむことが嬉しくてたま

らないという表情を見せてくれました。

その姿を見ると、私自身の喜びも何倍

にもなります。そういう「共感」や「共

鳴」の中に、この仕事の面白さがある

と感じました。

村上　表現活動を通じて、大人も子

供も変わらずに同じ場で「楽しい」「嬉

しい」を共有できたのですね。そのこと

をお仕事を通じて発見できたというの

は、大きなやりがいに繋がっていそう

ですね。

村　それぞれが見たこともないような

表現で楽しさを伝えてくれる、その自

由さにも惹かれました。言葉や体を動

かすことが難しい方も、ほんのわずか

な動きで気持ちを表現してくれます。

その人本来の自由さを活かし、「その

人らしく生きられる居場所」をつくって

いきたいと考えています。

木津　言葉や身振りなど一般的な方

法で表現することが難しくても、小さ

な動きを受け取ってくれる人がいるの

は当事者としてもとても嬉しいです

ね。最初は障害のある人との関わりに

不安を感じる人もいるかもしれません

が、一緒に活動することで新しい表現

に出会えたりするので、自分の世界を

広げるという意味でもぜひやってみて

ほしいです。

村　社会との接点で時にうまくいか

「自分も受け入れてもらえる」と感じら

れるようになりました。そのためには、

自分の障害を知ることも大切です。

昔、母から「自分の障害を説明できる

ようにしなさい」と言われたことで、自

分が無理をしすぎないための判断基

準も持てるようになりました。

村上　自己理解を通じて周囲と前向

きに関わることは、障害の有無にかか

わらず大切ですね。

ゲスト対談：福祉現場で出
会う新しい表現
村上　今回のゲストは、認定NPO法

人みかんぐみの村一浩さんです。

村　よろしくお願いします。

村上　村さんは杉並区役所の障害福

祉関係で長く勤務され、障害者施設

職員によるバンド「ヴィレッジセブン」

で20年以上活動されています。現在

は医療的ケア児支援等で精力的に活

動されています。まず、区役所時代の

福祉の仕事の内容ややりがいを教え

てください。

村　私は重度の知的障害や身体障害

の方の施設、こども発達センターなど

で働き、そこで幼い頃の木津さんとも

出会いました。福祉の仕事は、「できな

いことをできるようにする」よりも、その

人が本来持っている素晴らしさを発

見していく仕事だと思います。例えば、

私が施設のイベントで歌うと、利用者

ないと感じることはありますが、当事

者の方々と一緒に活動する楽しさの

方がはるかに大きいです。表現の分野

と福祉の分野はとても親和性があり、

まさにそんな活動をしている障害者施

設「メジロック」では、「ジョイ」「ラブ」

「リスペクト」「ヒューマニティ」「ケア」

「ボンド」の6つを大切にしています。

村上　対人業務の多い福祉の仕事で

は常に意識したいテーマですね。

イベントのお知らせ
村上　杉並区では、30歳以下を対象

に「U30集まれ！障害福祉の仕事魅力

発見プロジェクト」を開催します。メジ

ロックにて障害のある方と作品づくり

や交流をしながら、福祉の仕事の魅力

を体験できます。詳しくは8/1発行の

広報すぎなみか、区公式HPをご覧くだ

さい。

木津　これまで障害のある人と関わ

る機会が少なかった方にも、新しい発

見ができる場になると思います。

村上　少しでも福祉の仕事に興味を

持っていただける場にしたいと思いま

す。次回も村さんにご出演いただき、

活動への思いをさらに伺います。それ

では、また来月お会いしましょう。

木津・村　さようなら。




